










要約:幼児肥満の予防と指導法の確立を目的として、幼児の身体活動を直接観察法によっ

て検討した。観察項目は遊びや行動の種類と持続時間、主観的活発度である。主観的活発

度と観察結果から得られた客観的活発度をスコア化して比較し、肥満の有無による身体活

動の相異について検討した。主観的評価と客観的評価の相関は低く、主観的評価法は正確

さに欠けると考えられた。肥満幼児は、非肥満幼児と比較して活動量か少ない傾向があり、

運動強度が強い活動の持続時間か短かかった。観察結果を個別に検討すると、肥満幼児の

中には、真の運動嫌いと、活動内容の片寄により活動量が少ない者がいるように思われた。


